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ベトナム北部の窯1112(１-６世紀と１0世紀）で採集された
印文陶片の化学分析

lllll1,f一雄肥・森本IIﾘl子瞥１・肥塚降保:Ｉ・降'l'附順｣′

１．はじめに

ベトナムは瀧代から'|'|'ilの幻'Ｔｌ､､にあり(１-９世紀｡_|上届剛),'|1l'il陶磁の影禅1,̅に陶磁器生

'i'４がｲｒわれていた。９()７年屑の肋峻の後混乱のlli代を締てlOlOｲ|ﾐｆ!|ﾘlがベトナム初の腿川'交定政

椛として趾ﾉliした。この岨には'I'{撫的な粘進された陶磁器の生ﾊ'ｉがあり，また12111音紀lii,ﾄ皿まで

には氏川の陶磁器生〃砿が始まったと想像されている（イiル・桜ji:１９９９;森本２()()2)c

2．調査された窯趾

森本はベトナム.lll.漁｣11:,州介|､11(1iil)の一i!として１９９１-１９９１ｲ|ｉにく'､ナムィ;･,1,.',j::|塊と|肋ﾉJし

てべ|､ナムー|上祁と'|'部の罐１１１:とＩｊ部をも含めた港湾迪跡を/l:次にわたり,1,1介した。そのll､↑採雌した

附11｢の化'､jﾒ:的liﾙ先のﾎ,'i采は数|'i１に分けて発火され(lllll',liほか1993,ベトナム11,.*ill:1洲介|{１１ほか

1996,1997) ,またまとめて災文でも発火さ

れた（森本･llllll,{i２001)｡その後疎水は２００１

年ｲ<ベトナム北祁の１-６１Ⅱ紀の窯ll1:,すなわ

ちハノイの南ﾉﾉ約140kmにあるTamTho窯

111:l#(TamTh() .Yanl､al .G()４，の各張は

近接して一群となる）と，ハノイ北ﾉj約３()km

にあるlO l l t紀のI )u ( )ngXa * i l l :を l l l訪した

(Ixll)。これらのうちタムトー寵jll:は１９３４-

１９４(}{|ミスウェーデンのヤンセ(OI()vR.T.

Ja'１sf､）により31''|にわたI)発州i洲介され(桝

本・俵２()()２参１１(()．また近ｲ|ミベトナム巻11,.4Y:

荷による|￥発川||で，さらに深いl帥から新たに
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熊が発兄されているドンサー龍｣11:は１９９９～２0()()flミベトナムイfiliのllﾘ村lll1山とベトナム111Ｉ伽ﾉJ尚

らにより発lllllされた『，′γl''|の分析1iJW:|は|･.,氾の1淵窯｣11:の1111介俵の地,|!1,1:で森本らにより２()()lイ|ｉ火lill

採眺された|:|1jklI１の雌1',･である

蚊近ﾉL川人'1メミの'ﾊﾞ水と峡はヤンセの輪と次,州介(1９３g-19.l()lの発ｊll瞭朴（ハーバード人‘,j4r
ーボデイー巻,'i-lM作'､jj:1'１物航"｢ｊ,災）について!非しい|'IM,i､lをｲＩっているが、タムトー漁｣11群のffl<:|

は含まれていないようである（'ﾊﾞ水・供２()()2）
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3．分析試料

採柴された|111文附の,ijW1はタムトー１５片(!式料悉り･2()１-２１５)．バンパ８1',-(216-223),ゴ
ーアンl.１１１｢(224-237),ドンサー111(２３８-２:41)fr,il･4111,･である(1<I)<,陶ハ２()(i,２()7,

2()8,２０９(J<,X),２１()(衣．災)、２１１，2１２,２１３(衣、典),２１９,２２１,２２３,２２1!ill２片

にはｆｌｌＩがｲj鯵:ｲ|?する。ドンサーの!;J上朴の２３８-２,1０はタムトー寵111"(１-６１１１:*U)に比べて||､y代か

やや|､がりl()lll:fu,特に２４１は13111:紀に楓する。すべて1!"111｡

以Ｌの試料のうち凡などを除く人i'flj分の肢1'１-には斜格j'･,愛形などの印文がある。

4．分析方法

iiﾊ料の･i'1jを粉砕して蛍光Ｘ線分析法とX"|'II折法により分析した”装il!'iはＪllリル製Ｘ線分析伽微

"XGT-1２()OWとマックサイエンス社製Ｘ線l''l折分析装il''nll８XIIFである。蛍)上Ｘ線分析の棟

"i i八科としてllf i士には標唯VI･{ i ! i JW:|JG- laをベレット状に成形したもの,f I I IにはSGT７
(S()[､ietv()I(ilass'1,〔'(､１１１１()I()gy.Slalldal･(IGlflssK().7.L()11(I()11)(板状）を111いた。WIW試料の定
l,l:1111[の変動を,il,1くるためにVI･イi.#IIIとも各１()l''|のil1ll定をｲ｣:い、、|A均il''iとｲ;IIA,l,渋ﾉfを求め，夫２に

,｣〈した。ナ|､リウムの定l,l仙は含ｲj.1,1:が小さいllfil:の腸介などには,iﾘ↓ﾉll､がｲji:しく火きくなる。

j<２MW端八料の'f' l-ｲiと釉の分析仙い1%)
1,Kl1)I('２.llltll]'1i(･all-(､sulls()l.lllcsIIII1(kII-dl-()(､k(III(1111(､glaz[

"i''i:1111jﾙ製Ｘ線ｸ汁ｌｉ倣微腕Ｘ(〕T-I2()()Ⅵ・
料'|::illl>iill.HM１２()()秒、X()'!､椎l()()【ｨ、、：i･1:.屯川3()ｋ、 ,世流1.()111.l、パルス処川|附佃P.l、ＩⅥ)＝{)ｍｍ

(ｗｌ()⑪）
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5．分析結果

5 .1胎ｔのX" | ' ' l l l i

２1１(ガラスr[)と２１3(顔料）を除き多くの!武料にイi災とムライトがｲj':{liする(IxI2)。また焼

成'|'にクリス1､バライトが'k成している試料も多いか，２()５，２２２，２２５，２２７．２３０，２３()，239,

2#1(),２４１は焼成ilIII度が低くクリストバライトはﾉﾋ成していない．さらに焼成州,ll虻が似い229.

235,237ではムライ｜､、クリスI､バライトともに生成していない。ドンサー熊の２３８のクリスト

バライトのﾉli成l,l畠は少なく，また２３９,２１０,２皿ではムライトのみがﾉ|ﾐ成し．おそらく獺のil,,ll"

- ２ １ -



1０００
pCristobaIite(101）900

司剰剤剖哨郡引空剖科字窺瞳討齢鍛戸溌溌寒温癖幹瞬密捧蓋瀞蛭司謡甥一

■MuIIite(１１０
800

□Quartz(100

｜
垂
一
■
■
■
喝
つ
く
〆
時
、
ご

一
．
ご
二
や
三
へ
三
時
具
）

’
三
一
や
岳
冒
《
ぞ
ぺ
室

百
一
」
誰
二
こ
《
叱
云
）

画
｜
■
■
■
竺
動
（
、
念
、
、
ａ

［
川
Ｈ
Ｍ
Ｍ
Ｕ
ご
賃
宙
候
テ
ー
一

画
■
■
■
。
」
画
己
（
宙
ト
レ
丁
Ｉ
）

一

三

一

国

賢

宙

Ｆ

Ｔ

Ｉ

」

冨
蕊
瞬
協
縁
“
噸
驚
塑
■
一
雪
三
幻
候
Ｔ
Ｉ
４

零鷺禽蕊沸蕊蝦簿篁一

｜
ご
冒
珂
腸
Ｔ
ｌ
｝

雪
擬
岬
浄
皇
烹
識
も
、
”
．
二
一
ｓ
貰
宙
ト
テ
ー
）

一
■
壷
■
■
｜
一
呂
匿
也
候
テ
ー
」

守
：
“
一
，
一
一
ざ
貝
宙
候
了
Ｉ
｝

ず
、
“
：
三
一
糟
呂
魯
膓
７
１
）

■
一
苫
印
も
仁
Ｔ
Ｉ
〕

蘭
睡
園
屡
辱
■
Ｐ
ご
貴
臼
ト
テ
ｌ
）

蚕
“
《
滑
涜
色
一
ｇ
貨
甦
か
丁
１
）

一
望
■
■
錘
亀
魯
ト
チ
ー
）

一
轟
里
一
苫
一
（
宙
腸
丁
ｌ
）

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

７

６

５

４

３

２

１

（
目
。
）
囲
理
涙
哩

二
一
一
展
一
宗
時
ヰ
ー
｜

■
！
｜
豐
色
争
叱
ヰ
ー
）

’
一
一
芯
ぢ
一
乖
時
・
キ
ー
）

向
■
一
層
の
請
蒋
ヰ
ー
｝

ｎ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｕ
い
ご
（
Ｕ
１
１
階
）

■
一
署
毎
画
Ｉ
刊
と

一
川
川
川
川
ｕ
園
哩
（
ｕ
１
斗
唾

面
■
■
■
罰
■
-
｜
詫
董
□
ｌ
剖
蒋
）

守
単
”
》
《
』
一
瞥
国
（
Ｕ
ｌ
１
姑
）

宏
覆
蕊
鷺
》
・
湊
》
葱
籍
一
二
」
再
庵
一
Ｕ
１
吋
Ｘ

一
｜
一
層
一
（
Ｕ
Ｉ
剥
く
）

■
川
畑
Ｍ
Ｍ
Ｍ
〕
画
ぢ
（
Ｕ
ｌ
１
ｇ

ｎ
Ⅱ
Ⅱ
川
川
ｕ
思
曾
Ｕ
ｌ
剣
と

両
■
川
ｌ
-
」
隠
里
Ｕ
ｌ
剥
ぐ
）

室
一
億
）
（
Ｕ
ｌ
１
時
〉

一
■
■
｜
■
■
■
■
■
・
一
周
②
-ｕ
-
ｌ
’
Ｉ
時
〉

】
一
画
瞭
一
ｕ
ｌ
１
贈
）

画
一
蔚
今
一
ｕ
ｌ
剥
く
一

「
ｉ
Ⅷ
州
一
■
Ⅷ
」
ご
臼
一
三
時
貝
）

一
膳
ご
具
く
、
ご

１

１ １
》
ご
一
う
噂
フ

分析試料

｜､Xl2胎|xのX"IIIHlif,'iML
Fiu､２１<(､洲|鵬（〕ｌＸ-ｌ･il1･(li1.1.l･II(･li()I１(Dl.l)()小（､l('１･ﾄﾐ（)１．５１１(､r(卜

臆の附１１･でもクリストバライトとムライトのﾉk収|,｛が他の乳|鷺と比べて低いことを,脈している |!il
〈ン（の２１(i-２２３なと．）漁|ﾉ1の||'|iかれた１,１ﾉ:li'''!にﾉII'fがあるのは（たとえばダム|､-の２()１-２１３

のﾉII'ぎたは焼成ll.f!!Iが)'!↓なるためなと＜によるのであろう

タムトーの２1１は,紬解して寵l職に1,1ｲiした杣が藩もて|!I,1化したものらしく､イi災の(l()l)のピ
ークかわずかに恢川されるのみで、人ﾊ|")かガラスWIと必えらｵLる』また２１５は休状で|!il抑のもの

か瀧川で多I1I:に発兄さオLる‘』こオLは未焼成で、顔料として仙川されたものらしく，イ1.災のほかに亦

欽鉱(Hc l ] l a l i l e .Fe｣ ( ) { ; )と#| " " ( (G( )c Ih i l c .F [ , ( ) ( ( ) I I ) )が恢川される”

5.2胎|zの蛍光Ｘ線分析

タムトーの２1-l(ガラスf'I)と２1３(剛#1･)を除くf1i八科の分析ﾎ,'ilILを火３に,｣〈した。また附雌

ｌ１ｌ:'先の111'|!'iに従い、各成分を'|1I′kljXjj､R｣(),(_4L();、l､(､.();).ji,iﾉ,l&'|ﾉI成〉j､R()+R2()(Ca(),

11g()．ll l l() ,NtlJ()、KJ())とII If '| ' l i成分R()2(Si()』．Ti()Jとに分けてモル比を,il算した，これ

ら|;|1文陶の胎|:の1､↑徴は鋏の含ｲj.l,l:が多く．ナトリウムか..,･:(/)!iJt料を除き門:しく少ないことで

ある､、

5"３flllの蛍光Ｘ線分析

剛片1211I-の杣の分析IIIIIを火ｌに,｣くした火３と|!ilじくモル比を,il･ｳi':したが，杣のjル合はW'|I1Iに

jgl)ｊｉＩ雌'|'/|ﾐ成分をｌとするポlllのある破片はタムトー８1'｢、バンパ３片，ゴーアンll｣,･!il-l211iのう

ちダム|､-の２０９,２１(),２１３は火災ともにｆIIIかあi).!iﾊﾄ1激は合,ill5となる二炎1i'liのｲlllは求l1蝋す

ると緑色８１ﾄ'il、.'.l.MiLlil,'ilで、典Ⅲiの杣311ﾉilはすべてj'l.!色に近い》，'､IA色は緑色に比べて鉄，チタン、

ワーワー



カルシウムが多く，ナトリウムが少ない(J<l)｡

＃|||のリン雌含ｲｒII{:は２()９(2<),２１0(X),２１１が他に比べて人きぐ

水l火のﾙ随'１，｜,!:のｲ11述によるとｇ･えられる。

1泉料として仙われている

5.１陶片以外の２１４(ガラス質）と２１５(餓#:|)

これらの蛍光Ｘ線分１１『の結果を衣５に示した(J<５)｡２１:1の分析ﾎ!'i果を表４の#lllと比鮫するとI'｜

然ﾈlllとみられる２()６のI火釉（緑色）と２０８のl火ﾎII1などの糸l1成に近い。２１４は篭雌に11着していたガ

ラスfjIの卯lllであるが，そのことが分析価からも{i惟認された。なお２２３は窯壁の部がﾎﾘ藩したもの

衣３胎|ﾐの分析ﾎ, ' j IL'1,ａｂｌｅ３‘ヘ112IIvIi(Jalr(､slllis()Ibodv(､ｌｆｗｓ()Ｉｌｈ(､ｓｈ(､rds

Ｉ

臆 ｣11 : !武判滞りS i ( ) : ;１１ : ( ) ; F ( ､ ( ) ;T i ( ) 2 ( ､ ( ' ( ) 1 1gO11 ' ' ( ) X&LOK ( ) I R ( ) : : RO+R ( ) : RO
、

、

、

、

、

、

、

沁

、

、

、

兎

、

１

-

、

恥

、

、

、

、

、

、

、

恥

、

巳

、

恥

、

恥

、

ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
戸
ノ
ー
Ｊ
-
Ｊ
-
ｊ
-
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
ー
ノ
一

々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
々
／
タ
ル
ソ
々
〆

-
リ
）
３
ｌ
ｌ
ｊ
ハ
い
-
Ｊ
い
む
い
》
ハ
リ
-
リ
】
３
（
ｂ
【
ｊ
ｍ
ｈ
９
ハ
リ
Ｉ
ゾ
ー
勺
Ｊ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

-

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

？

】

リ

ー

ゾ

〕

？

］

Ｉ

ｉ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

く

Ｉ

ゾ
］
リ
】
少
］
リ
】
？
］
ソ
｝
ゾ
］
９
-
ゾ
ー
ゾ
］
リ
ー
ゾ
〕
リ
ー
ゾ
ー
ワ
｝
ワ
〕
リ
ー
ゾ
ー
ツ
ー
リ
〕
？
］

⑪

１

６

ハ
リ

ハ

Ⅶ

１

９

ハ
リ
ゾ

ー

ー

リ
ｎ

ｈ

９

３

口

ｂ

リ

ー

３

句

。

９

-

０

３

ハ
リ

｜
ひ
戸
ｊ
’
１
町
０
ハ
Ｕ
ｎ
門
一
Ｊ
〃
Ｕ
-
’
一
、
ハ
、
Ｑ
邸
Ｑ
餓
ワ
一
旬
、
，
｝
’
４
二
Ｊ
～
世
Ｆ
Ｄ
一
Ｊ

｛
“
ｊ
一
Ｊ
ハ
Ｄ
-
ｊ
-
ｊ
室
ｊ
【
ｊ
一
Ｊ
○
○
二
Ｊ
｛
ｊ
一
Ｊ
（
ｊ
一
Ｊ
二
Ｊ
［
ｊ
一
Ｊ
パ
リ
［
ｊ
一
Ｊ
一
Ｊ

９
八
〃
-
〔
ｆ
八
Ｕ
バ
リ
‘
●
ｂ
-
’
一
り
り
一
○
、
《
ｊ

バ
リ
９
１
心
効
一
び
り
一
’
一
Ｊ
ハ
ｂ
ｌ
Ｄ
-
ひ
ウ
ー
ハ
リ

ワ
】
ソ
）
-
ｌ
４
１
ｎ
ｊ
ウ
一
心
〕
ウ
ー
汀
１
の
、
へ
．
４
１
ワ
】

９

【

Ｊ

１

ウ

ー

１

３

０

８

４

ゾ

ー

Ｏ

６

０

ｌ

Ｄ

ｌ

６

ワ

ー

６

３

６

り

｝

１

６

３

｜

ひ

０

１

１

１

１

１

１

１

１

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

１

１

１

１

ｌ

Ｉ

１

１

１

１

Ｉ

ｉ

｜
-
Ｄ
Ｆ
抄
一
Ｊ
、
５
-
Ｊ
-
１
、
ｊ
７
ｊ
ｌ
７
ｊ
ｌ
ロ
ハ

Ｑ
砿
戸
Ｉ
小
心
ハ
Ｕ
Ｑ
鍼
【
Ｉ
Ｊ
〕
一
Ｊ
ゾ
】
ゾ
ー
”
か
旬
心
Ｑ
副

ハ

リ

ハ

リ

ハ

リ

ー

ｌ

リ

ー

ｌ

ｌ

ｌ

ハ

Ｕ

０．１５
().１２
().６１
().８１
().１７
().()9８
０．１８
().１１
２.(）
０．１６
().１１
０．１７
０１８

０
１
１
心
か
Ｉ
Ｉ
Ｊ
ハ
、
叩

ハ叩鄙一Ｊ■４。-１６

川咋リー如埋応叩岬凶、、咄剛一恥刈岬啼小汕艸隅

１
つ
、
〔
ｊ
一
Ｊ
ハ
リ
心
Ｄ
ｌ
ｍ
Ｊ
-
Ｄ
ｏ
ｎ
Ｑ
⑪
１
３

９
［
ｊ
【
Ｊ
１
ハ
リ
ハ
い
-
か
パ
リ
９
-
１
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ

・

・

・

Ｊ

１

１

１

ｉ

ｉ

１

．

０

０

０

１

１

１

ｉ

ｉ

Ｉ

ウ

］

９

３

１

叩

ｊ

ｌ

り

い

、

ｌ

ハ

ｂ

ツ

ー
ｑ

》

一

Ｊ

，

ｙ

、

ｊ

ｌ

ｌ

ゾ

】

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｏ

-

１

ｆ

訳

ｆ

Ｏ

小

。

。

。

。

・

・

ロ

。

ロ

。

。

１

１

１

１

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｉ

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ｉ

ｉ

ｌ

ｌ

Ｉ

く

く

く

く

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

６．１
６．９
．１．７
一 ㎡ ,

｡.t〉

５.(）
７．６
７．２
６．５
１(）
６．２
６．１
７．５
７．８

心

⑪

？

】

？

-

１

１

？

】

少

一

-

ｌ

ｌ

１
ｊ

ｒ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

く

１

１

１

１

く

Ｉ

Ｉ

ａ

ｌ

ｌ

Ｄ

Ｄ

ｅ

０

ｏ

・

ロ

ロ

ワ

。

ｆ

Ｄ

ｋ

ワ

０

０

０

０

り

０

０

０

０

０

０

ｒ

ｒ

へ

』

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

リ

ー

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｌ
ｌ
ａ
Ｔ
ｌ
【
〃
４
１
１
ａ
１
ｌ
１
１
１
Ｌ
１
ｔ
１
１
Ａ
１
ｔ
・
１
Ｌ
１
ｔ
１
１

い

ｎ

９

ｏ

ａ

６

１

ワ

〕

６

苧

ｊ

０
４
-
Ｄ
ｌ
ワ
】
リ
ー
バ
ｂ
６
勺
か

一
ひ
心
０
｜
ひ
八
Ｊ
布
』
ワ
ー
つ
り
ワ
］

【
ｊ
〆
⑪
一
Ｊ
１
心
Ｊ
〆
い
７
〆
⑪

１

１

１

つ

り

ワ

ー

-

１

ゾ

】

’

八
Ｕ
八
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
八
Ｕ

３

３

ワ

ョ

９

６

３

ワ

ー

０

３

１

３

１

-

Ｄ

６

Ｈ

Ｏ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

１

１

１

１

く

Ｉ

１

１

Ｉ

Ｉ

リ

】

リ

ー

１

３

リ

ー

ｌ

リ

ー

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

１

１

ｌ

Ｉ

Ｉ

く

１

１

１

く

１

１

１

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

１

Ｉ

Ｉ

く

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ
ｍ
ｈ
ｌ
句
Ｊ
“
び
り
一
Ｊ
ｌ
い
、

一
Ｊ
言
ひ
１
１
咽
-
Ｉ
ｌ
ｊ
ｌ
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

ソ

］

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

ｑ
鍬
二
Ｊ
小
、
０
１
リ
ー
ｏ
ｊ
-
ｊ
ハ
Ｕ

ｎ
ｎ
-
“
ｊ
ｎ
ｂ
、
〕
リ
ー
ハ
リ
一
Ｊ
｛
か

ハ
Ｕ
ハ
リ
ハ
リ
ー
１
１
ハ
リ
ハ
リ

ハリ

ー
１
１
ワ
】
ハ
ｂ
ゾ
】
９
-
０
ハ
Ｕ

、
Ｊ
１
-
１
-
１
ワ
ー
ハ
リ
ゥ
Ｊ
ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

１

(j､３
５．６
５．５
６．２
１．３
２.(）
７．１
６(）

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

-

Ｄ

ｒ

一

Ｊ

ｒ

ｔ

１

１

１

１

１

ｉ

ｎ

叩

ｔ

ハンノ、

バンノ＄

､ ノ ノ 、

ﾎ ン ハ

１ンバ

ホンハ

３

１

-

③

一

Ｊ

ツ

ー

１

１

３

ツ

ー

８

６

９

１

-

①

３

６

０

６

-

Ｊ

１

９

１

リ

】

３

８

８

１

３

１

１

１

１

１

ｌ

ｊ

１

１

１

１

ｌ

ｊ

ｉ

Ｉ

ｉ

Ｉ

１

１

１

１

１

１

１

１

ｌ

-

１

１

-

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

一
Ｊ
知
り

り
】
３
ハ
Ｕ
ワ
｝
【
ｊ
ｌ
-
Ｄ
ソ
〕
“
６
口
耐
、
ｈ
６
１
-
，

句
、
１
３
０
１
心
高
-
ｊ
-
１
Ⅱ
ｌ
ハ
リ
ハ
Ｕ
８
ｌ
０
ｌ
ｌ
ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

ｊ

ｊ

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

-

１

１

１

１

１

１

１

１

ｉ

Ｉ

’

１

１

１

１

１

１

．､一アン

コ ー ア ン

ゴ ー ア ン
ゴ ー ア ン

ゴー７，ン

．､一アン
コ ー ア ン
ー Ｆ 一 寸 ア ン
ー ノ プ

コ ' 一 アン

コ ー ア ン

コ ー ア ン

コ ､ - ア ン
-１，-、Ｔア、グ
ー ノ 〆

． ､ - アン

’
一
か
歩
ｂ
【
』
。
門
Ｑ
，
-
ハ
Ⅱ
ｌ
ゾ
〕
叩
ｊ
Ｉ
Ｅ
-
ｊ
ハ
リ
〔
ｊ

ツ
ー
？
］
リ
）
リ
ー
ゾ
ー
ゾ
ー
印
⑪
叩
』
心
６
心
』
恥
③
の
⑪
句
』
小
Ｊ

リ
ー
ツ
ー
リ
）
リ
ー
リ
ー
リ
ー
リ
ー
リ
］
リ
ー
リ
】
リ
ー
リ
ー
り
〕
リ
）

二
Ｊ
〒
ｊ
苧
４
戸
Ｄ
１
９
４
４
９
-
３
-
１
⑪
６
１
リ
ー
ー
コ

Ｑ
》
一
○
二
Ｊ
ｎ
門
-
１
-
，
【
ｊ
-
Ｄ
-
Ｄ
バ
リ
一
Ｊ
Ｑ
理
４
判
〈
Ｕ

ハ
リ
ハ
じ
が
い
（
い
【
ｊ
パ
い
ハ
、
一
Ｊ
｛
ｊ
【
ｊ
バ
リ
｜
ひ
［
ｊ
（
ｈ

Ｑ
》
？
］
’
１
り
】
ハ
リ
巾
】
心
』
Ｑ
畝
Ｑ
○
ハ
、
-
１
０
Ｊ
Ｑ
Ｊ
い
ぉ

１
１
-
１
ｍ
か
Ｑ
唖
一
Ｊ
-
ｌ
-
１
寺
ｊ
’
１
Ｑ
唖
ハ
Ｕ
心
、
○
○
｜
、

勺
、
一
コ
一
Ｊ
ソ
一
句
ｊ
-
ｊ
１
ｌ
旬
』
旬
』
ゾ
】
旬
、
１
４
つ
り
Ｑ
弦

’

’

一

③

リ

ー

リ

ー

０

＄

９

、

ｂ

１

６

｜

ひ

１

１

９

０

戸

ｊ

９

Ｈ

１

６

〔

ｊ

Ｈ

９

１

ツ

ー

１

９

０

０

０

０

０

０

０

０

０

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ソ

】

３

１

１

１

１

ゾ

ー

９

０

０

０

０

０

リ

ー

０

０

０

０

０

３

ｒ

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｉ

Ｉ

“

↑

ｒ

，

１

ｒ

ゾ

］

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

ｒ

戸

』

ｒ

ｒ

州

』

ｔ

り

］

’

二

Ｊ

１

１

１

１

Ｉ

ｔ

-

Ｄ

１

１

卯
Ｊ
ｆ
ｌ
い
、
【
ｊ
ハ
Ｕ
ハ
Ｕ
〆
い
（
Ｊ
１
９
い
む
ウ
ｊ
の
ロ
ゾ
ー

１
-
７
１
戸
Ｊ
-
Ｄ
４
ｔ
ｌ
↓
［
』
Ｑ
鍼
○
門
１
旧
｛
』
Ｑ
ヅ
ハ
、

リ
ー
り
一
ゾ
】
ゾ
】
ｌ
ゾ
ー
ゾ
ー
ー
ー
１
り
一
リ
］
-
リ
ー

鵬
Ⅲ
ハ
叩
リ
ー
ｌ
い
ふ
〆
い
-
Ｊ
旬
ｊ
【
ｊ
ハ
リ
ｌ
-
ｊ
３
ｏ
ｎ

ｌ

リ

ー

リ

ー

ｌ

ｌ

-

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

リ

ー

ハ

リ

ー

ハ

ｂ

ｌ

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

く

１

１

１

１

-

１

１

１

１

１

１

Ｉ

０

６

９

１

６

８

０

胴

．

７

川

測

川

Ｊ
一
Ｊ
ｑ
い
り
〕
ｑ
い
-
咄
リ
ー
ｌ
ｆ
、
〃
！
ｉ
‘
、
ｒ
ｌ

ハ

リ

ハ

リ

八

Ｕ

八

Ｕ

ハ

Ｕ

ハ

リ

リ

ー

ハ

リ

｡.、Ｌ）

３９
１．６
１．３
７.(）
３．７
１.）

６．５
６．２
６３
１．１
３．１
５．９
３．２

ドンサー
ドンサー
ドンサー
ドンサー

ハ
Ｕ
６
１
４
Ｉ
〆
り

り
〕
ワ
ー
ワ
｝
ソ
】

０

０

０

０

8.7
3.1
１．９
５７

238
23(）
21(）
２１１

６

心

ｊ

３

ウ
』
Ｑ
Ｊ
ハ
リ

ー
-
リ
ー
リ
〕

一
ｆ
５
§
ソ
〕

ワ

Ｊ

６

８

０

＆

４

４

１

().58
()()！
().９３
().７７

().２３
().３８
().3７
０．１９

ツ

ー

Ｏ

９

０

-
Ｄ
８
リ
】
９

０

０

０

１

１

ヅ

ー

ゾ

】

ｊ

ｊ

Ｊ

１

帆
帆
伽
伽

・
７
１
１
．
ｂ

副
刷
〃
７

１
Ⅱ
。
１
．
１
Ⅱ
ソ
］

１

１

１

１

？
］
一
Ｊ
-
ひ
二
Ｊ

ハ
リ
、
１
９
，
〉

い
む
一
Ｊ
ハ
ｂ
一
Ｊ

ｎ．

１１．

ｔｒ

().()２

２３



炎.１袖のうj､flr仙い-'ｳも）
l､fll)I(、l.111&lll-li(､illr(､gl11is()l.lll(､glilz(､ｓ

1JW : |杣の仏なと’。採雌地S i ( ) , ; l 1 ( ) . l : ( ､ ( ) 1 ､ i ( ) . [ . , ' ( ) i l g ( )M ' ' ( ) X ; ! ( ) K ( ) 1 ) ( ) ･ . I R ( ) ･ : l < ( ) + l < ( ) : R ( )
心

ｊ

ｑ

紋

り

一

１

ハ

Ｕ

ハ

Ｕ

い

、

一

砂

’

１

捗

り

５

い

、

一

Ｊ

一

口

、

２

３

拙

り

ｌ

尻

ｕ

＆

２

肋

凱

Ｕ

胤

６

雲

ｌ

声

Ｊ

ｌ

’

１

り

Ｊ

１

ｌ

？

一

ｉ

ｆ

い

、

い

ぶ

-

咄

【

ｊ

３

ｌ

-

-

-

’

１

-

１

１

-

１

ｌ

-

ｌ

ｌ

１

１

-

’

１

机一繩一恥一吋獅一脚刈浬一脚一脚師一ｍ一艇０

Ｉ

-

’

１

０
口
多
ｊ
Ｌ
、
Ｌ
Ｑ
一
ｆ
６
１
・
｜
ｆ
Ｌ
尽

→

Ｊ

十

-

-

ｌ

ｌ

-

中

→

，

１

-

-

一

ｌ

-

ｊ

ｌ

寺

-

Ｉ

Ｔ

Ｉ

-

Ｉ

ｉ

『

’

一

一
７
Ｊ

３
喝
一
Ⅲ
万
一
Ｉ

川
岬
川
別
皿
一
蝿
訓
鯛
肥
吋
川
ｘ
１
Ｍ
ｌ
１

１

１

１

１

１

１

１

１

’

’

’

’

１

’

１

Ｉ

Ｉ

ｉ

Ｉ

く

１

ｉ

’
一
ヅ
］
-
’
１
Ｏ
’
１
凸
ｎ

２
ｌ
３
ｌ
ｎ
ｈ
８
０
州

０

１

１

０

．

２

１

８

・

ｂ

ｌ

Ｊ

３

３

’

１

０

ｋ
｝
一
Ｌ
ａ
ｌ
は
仇
は
司
り
一
心
一
司
一
ｆ
３
り
１
６

１
一
一
’
１
３
ゾ
ー
９
６
・
一
〔
Ｊ
鵬
一
い
詞
，
，

Ⅱ
Ⅲ
｜
ｌ
乱
凱
一
軌
一
八
川
ｒ
｜
抄
’

一
ハ
リ
一
一
Ｊ

川

旧

』

刑

川

川

氾

・

０

Ｅ

Ｅ

旭

川

氾

脳

１

２

１

１

１

１

１

-

１

、

１

’

１

１

１

１

１

-

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

’

’

’

１

Ｉ

１

１

-

１

ｉ

ｌ

１

１

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

小

⑩

ハ

リ

ｑ

、

【

』

リ

ー

Ｑ

ｏ

？

】

１

世

切

一

一

Ｊ

１

１

（

ｊ

［

』

リ

】

’

一

Ｊ

’

’

３

了

丁

｜

Ｊ

７

Ｔ

８

１

ｒ

ｌ

７

Ｎ

．

・

Ｕ

ｕ

０

ｕ

ｕ

ｕ

Ｕ

２

Ｉ

ｕ

０

１

１

１

１

ｌ

●

’

ｂ

一

舟

三

Ｊ

１

小

ｈ

Ｑ

．

９

-

＄

-

０

１

や

ゆ

心

、

ハ

リ

リ

］

３

１

叩

’

一

！

ｌ

叩

］

Ｉ

ｍ

Ｊ

っ

⑩

一

Ｊ

Ｑ

，

、

伽

価

、

０

ｌ

い

い

【

Ｉ

一

ｊ

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

Ｉ

ｌ

１

１

心

Ｊ

-

１

ｌ

１

１

や

り

１

１

１

１

、

”

ｎ

叩

ハ

叩

１

１

ハ

Ｕ

一
Ｗ
詞
仙
鵬
沁
一
蝿
昭
皿
妬
一
廊
叩
壽
一
、
岫
二
｛
１

〃

！

-

Ｉ

ｌ

ｌ

’

’

０

ｌ

ｌ

ｌ

０

０

ゾ

ー

０

０

０

１

１

訂
仙
柵
別
叩
一
”
一
別
隅
一
稲
旧
一
岬
Ｆ
廼
０
．
ｂ偶

-
Ｌ
ゾ
ニ
哉
乱
-
Ｌ
-
ａ
、
ｈ
-
ｆ
、
ｈ
一
虫
ゾ
ニ
ュ
，
‘

１

-

ウ

］

-

１

．

９

リ

］

ハ

リ

リ

．

Ｑ

鄙

リ

】

リ

』

一

Ｊ

’

１

い

む

い

、

７

７

-

Ｌ

里

２

-

Ｌ

１

-

Ｌ

Ｉ

Ｌ

Ｊ

３

尻

一

ｎ

-

２

６

６

-

７

．

１

-

９

１

９

１

’

９

０

．

１

１

７

’

-

-

７

６

１

-

６

７

１

６

７

２

３

Ｑ

．

０

１

-

１

-

２

０

３

８

９

６

１

§

２

１

樹

９

’

３

-

３

．

Ｊ

二
Ｊ
い
む
」
が
叩
深
い
〆
Ｄ
パ
⑪
が
い
一
が
い
一
Ｊ
〆
⑪
一
ひ
一
Ｊ
一
一
Ｊ
一
一
Ｊ

一
一
一
一
一
一
一
一
一
・
、
、
、
、
、
、
、
、
／

Ｉ
ｒ

Ｌ

ｌ

１
ｒ

１
ｒ

一

ｋ

１

-

１
ｒ

一

ト

ー

Ｉ
ｒ

ノ
ノ
ノ

ア

、

一

、

、

、

｜

、

一

、

一

、

Ⅲ

〆

ノ

ー

ノ

ー

ノ

壱

Ｊ

三

一

ノ

言

一

ノ

Ｆ

-

ｊ

-

-

上

シ

ン

、

〆

タ
ー
タ
タ
タ
一
タ
一
タ
ー
タ
ー
ダ
（
ハ
ゞ
ハ
｜
ゴ

一
一
一
紬
釉
蝿
，
吋
鋤
一
細
幽
帥
峨
-
１

色

一

Ｉ

１

ｊ

-

ｊ

絲
絲
一
絲
杣
釉
褐
杣
杣
杣
褐
杣
杣
・
川
一
ｋ

Ｌ
Ⅱ
｜
〃
耶

州伽柳・祉叩騨佃一脈叩●癖雌杣脈啼純一純一御心一伽

ｌ

火
火
火
次
』
災
Ｔ
火
災
一
垳
吸
丁
火
」
災
似
一
Ⅲ
一
郷
〃
燗
一
脈

一

一

～

川

万

略

期

-

１

ｌ

リ

〕

３

１那
一
劉
一
”
一
一
リ
】

訓
一
訓
一
劃
劃
一
リ
ー
２
ク
ー
リ
ー
一
一
リ
】

＊！）｜ﾉ､]はi;軌･‘”)色

(ガラスf'i)と２１5('#!!1:l･)の蛍光Ｘ線ﾅj､'１｢糸,'illl､wI%)
flll(IIN-li(･Illr(､sulIs()l.sfllllI)1(&5２１１(g恥ﾄwsul)sIfllll･(､)a'ld２1５(piglll(､111)

J<５,ijW;I２１１′I､ｆ１bl(j５X-l･211･111I()I-"(､(､11(､（

1iJW:|２１1
が ■ ' 、㈲|Ｕ：．｛１０ '1,i()習（､fl(）

()（>’］．．'(）

０

３

噸
為
１
１

１

０

Ⅱ

甲

孔

０

MIl(）Ｘｔｌ（）

( ) .（ )３１ (）

Ｒ』()；：Ｒ()十!〈(）：ｌ<(）、
』
ゾ
ー

ｒ
ｌ
ソ
】

小Ｌコ

旬

Ｊ

１ Ｋ(）

)７８

l）（)『

()．１１ 凸 、 一 J ■４ i 〕 、 ､ ’ ２ ２( > 8 . 9 １ １ Ｉ

２１ijW:|２１５

別 ( ）、鯵 1 1 0 ；Ｆｃ凶 ( ) ， ′ l ､ i ( ) 』 〔 . ( i ( ） 川只 ( ）Ｍｎ ( ） X l l （ ）Ｋ（）

２ ( ) Ｉ ８ ５ １ ５ ６ ． ８ （ ) . ２ ３ （ ) ｌ Ｔ ｌ う ２ ２ （ ) ６ 【 I - （ ) . ． ) f ）

と考えられるが,J<ll''iにflllが1,1ｲI'i:し、その分卜l｢仙はやはI)２１１なと．に近い

２１５はX"|''l折によl)赤鉄鉱がi{成分の飢朴と､|;りださｵLているが．分析il''iもそれをえ排する

6．考察

6１寵による陶)!｢胎｜急のﾉ唯

タムトー窪1IMｒはドンサー窯とは約170km離れ､ll､↑代もまた)!!↓なる。そのため'咄(料ﾈ,lilZなと§が

Ⅲ逃し．従って陶11i-胎’三の化‘曝絲|l.成なとゞにﾉfがi認められるかと､'1初j謬想されたが．夫３の分析１１IIIに

は窯による|ﾘl瞭なﾉIftがｲj':ｲ[しないまたウオード法によるクラスター分析を!状みたが，樹形IxIには

猴別のクラスターが,認められなかったこれはベトナム北部の,淵寵の1%(料|:の成分がガ!似している

- ２ １ -



ことを示しているものと考えられる。

次に#fl:の成分についてｲllll:の|H1係のＩＸｌｸﾊを!式みた。アルミニウムとカルシウムとの|Xj係をﾉJくす

|xI3で，ゴーアン樵の３,'.'､(,２２９,２３５.２３７とドンサー寵の3,I0'､(,２３９,２４０,２4１がそれぞれ近接

し，他のiiJW:|とは災なる位i趾を,liめる。衣ｌと|xl2から|ﾘlらかなように,２２９は/k焼け,２３５,２３７

は凡であって，いずれも焼成il,,l度が低く，ムライトもクリストバライトも生成していない。また

これら3,1,I,(の胎上の分析１I1I1は２３５のナトリウムが他の2'1,1､(に比べて入きいこと以外は顛似している

(衣３)＊これがゴーアン張Ｌ1,IA(II１３,'.'､(がたまたまIxI上で近接しているljj(|/tlであろう。

ドンサー寵の２３９．２/1(),２４１の３｣'.!､(は無釉で焼成机庇が低く，胎止の分析{ll'iも噸似している。

これに対し'1りじ案の２３８はSiO雪が多く．Al2():;.Fe30:;とCaOが少なくてIxI31-.の位fiが災なる。

ドンサー熊のiijW1･が4,1,'､(しかないため.|'il寵の成分の特徴を|ﾘlらかにできない。
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６．２窯による杣のﾉ唯

火.1に,jくされたｉｉｉ雌‘|ﾉt’'|''|'li､l'if'|'|;の各成分のモル比をIxllに|､x1,｣〈した。R｣O:;を縦'lilllに,R()凶を

IM!lilllとして衣現した|､x11･.でl火#lllと,'､l.!世のｆlllとはｿﾘの位lifを,liめる。すなわちRJ():;=３,R()3=1２

を境に)火ﾈ,|'はIxIの/,ｆ|､部を,!､'､卯lllはイil･部をlliめる。これを夫1の分析１IIIIと比較すれば,@l､'､脈lllの糸||

成はl火ｲlllに比收して八L();,F(､2():;.Ti()２が多く．Xa3()が少ないことに対応する．，I||､L褐色のﾎ|||２１９

はiい#では緑色に近いがIxI4では.'､I､Wlllの部分に入り,Si(Ｌが多いのがこの11j(Iﾉ《|と考えられる。ネlll

がｲjｲ[する陶片はタムトー潅のものが人部分で，バンパが３片とゴーアンが１片に過ぎないため，

#lllが緑色に近いことがこれら窯の特徴とは､ﾄﾘだし雌い
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7．結論

ダム|､-窯lll群とドンサー熊の陶1'１･４１１',･の胎|君およびﾈlll(l5!iﾊﾈ:|)の化'γ:成分を蛍光Ｘ線分析

法で分析したところ，胎ｌにはｲ'２代ならびに窯の１,１′:ii0,iによる|ﾘl味なﾉ喉が,忍められなかった。これは

既に発火（森本･lllllIIIf20()1)したベトナム北部の柵窯の陶ハーが力'1似した1%(料止を川いていること

と|'il・傾向であるニポlllについては、蝉1脚が緑色に近い!'|然ﾈ111かと兄られるﾎlllと黒色の杣の成分の|川

には兼が存在するが．これが窯の塒微とは容易には判定できない”

（2002.9.9受j'll)
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Chemicalanalysesofimpressedpotterysherdscollectedat
theki lnsitesfromthelst-6thcenturiesandlOthcentury

inNorthVietnam

KazuoYAMASAKI'.ASak()MORIMOTO".TakfII･asuKOEZUK.４Ｍ'andJunk()FURIHATA;

'Nag()yaIrniversity.Pr()fcss()1-EmcriUls.l-28Zendana-cho.Mizuh().

Xag()]･a.467-()013Japan
2Fuku()kaCitVBoardofE(ILI(rati()11,A小-iser.2-24-6HigashiFLlkuma,

Fukuma,Mullakata-GLlll.FukllokfIPrefedure.811-3225Japan

NaraNali()nalCulturalPr()pertiesR(Jscar(yhlnstitute.Nijo-Cho.Naracity.６３0-8577Japan

Thef()rty()ncpi(Jc(､sstudiedher(jar[､(J()lle[､te(lb]･11()rim()t()ill２0()lalthef()l1()wingkilnsites

inVicinam.N()s.2()1-215(lrefr()mTamTh()silcin'I､hanhlI()al)r()vinc[､,１11elam()uskill]sile

whi(jlllladl)ccl)cxCavatC(lbyO.R.'I､・上lllscinl931-'10.Thcfx,l５1)i(x､cSwe1℃f()und()1１lhissitc.

R(Jccllllythissitewasagaillexcavat(]db]･１.i(JII1amcsesch()larsilldeeperlaycrs,allds()Inem()re

kilnswereull"rthcdneal･()ne()fihekilllssIudiedbef()re.N()s､216-223arefr()InVanVat，alld

N()s_224-237arcfr()mGoAn.B()thareki lnsi lesnfarTamTh() .andthesethreeki l l ls i lesseem

t()be(r()11(emD()rarv,s()mcwherebetwcclllhcIslalldlhe6thcen(ury.↓

ThepicccsK()s,238-241a1℃c()lle(Jtedatl)u()ngXakilllsitcinBacNillhPr()vin(Je.ab()ut３0km

ll()rth()fHan()i .Thissitewas[､xcavatedil l l999alld2()()()byMasanariNISII IMURA@japanesC

archtlc()I()gisI ,wilhhisVi(j l l lamesec()lkagllcs.Th'･cc()fthesefourpiecesmaybedatedt()the

lOthc(Jnlurv.whileN().2,111othel３th(y(､ntuハ・・八m()ngthe｣１１pic(JcslistedinTablel２７plec(Js

haven()glazcwhiIc２5piecesarcimpressedwithl)atierllsofdiam()n(Ishtlpe()rdiag()nflllal1ice.

ThedlemiL､tllc()111p()sili()118()fth[､I)()(lit>s()1.lhesher(IsrevealedbyX-rtlyllu()res(､ell(F[,analysis

al℃sh()wninTal)1(j３alldih()sc()Illl[.glaz(､sill'I､abk,１.".Is(i(､k()１.hema(1１c(N().２１５)isI()[lll(I

whi(･ll l l laylltweb(Jcllusedasapigll)cI11(Ttil)k,5)

Theshcrdl)()diesaresimilal･illthf､il、（､hellli(ral(F()mp()sili()11sdespitc(lillerenil()(Ealiticsalld

ages()fk i l l l s .suggcs( ing ihes imi la ' - in- ( ) lda , -s i l ]X( )r ( I IV ie lnam_S()mccxcepl i ( ) I Isarc lhe

under-firedsherdsandl()w-Iir()(Ir()()I i l lgtilesassh()wninFig.３.C()mparedwith(hcgreen-c()l-

()redashRlazCsbla(Jk-C() I ()redglaz"areri(､herl l IAL() ; ,Fe20;andTiO2.andp()()rcrinNa20

(Fig."１
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